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（２）貨物輸送原単位モデル及び廃棄物輸送トン数モデルの検討 

 

① 推計モデルの考え方 

ａ）貨物輸送原単位モデル（廃棄物を除く品目） 

廃棄物を除く品目では、貨物輸送原単位（輸送トン数/（生産額＋輸入額））をトレンドで推計

し、将来の品目別の「生産額＋輸入額」に乗じて全機関輸送トン数を推計した。 

貨物原単位は 1980 年から 1995 年のトレンドで推計した。 

【モデル式】 

TVY iiii ⋅+= βα/  
iY ：品目ｉの全機関輸送トン数 
iV ：品目ｉの生産額及び輸入額 
Ｔ ：西暦年（1980 年～1995 年） 

α、β：パラメータ 

ｂ）廃棄物輸送トン数モデル 

廃棄物輸送トン数は第二次産業生産額を説明変数する回帰式を構築し、将来の第二次産業生産

額により推計した。 

【モデル式】 
2VY ⋅+= βα  

Y ：廃棄物輸送トン数 
2V ：第二次産業の生産額 
α、β：パラメータ 

 

② 品目区分 

全機関輸送トン数の品目区分は、国民経済計算年報の品目（部門）と陸運統計要覧の品目が対応

する以下の品目区分とした。 

 

表 推計モデルの品目区分 

１．農林水産品 

２．鉱産品 

３．金属、金属製品 

４．機械 

５．窯業・土石製品 

６．石油・石油製品 

７．化学工業品 

８．軽工業品 

貨物輸送原単位モデルに

おける品目区分 

９．雑工業品 

廃棄物輸送トン数モデル

における品目区分 
廃棄物 
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参考：品目区分対応表 
注：８．軽工業品に含まれるパルプ・紙、繊維、食料品は国民経済計算年報と陸運統計要覧で対応するが、貨物車輸
送トンキロ推計で用いる道路交通センサスとの対応から品目を統合し軽工業品とした。 
また、他にも「３．金属・金属製品、４．機械」は道路交通センサスでは金属・機械工業品、「５．窯業・土石製品、６．石
油・石油製品、７．化学工業品」は道路交通センサスでは化学工業品であるが、これらの品目の貨物輸送原単位は
大きく異なるため、道路交通センサスの品目区分への統合は行わなかった。 

  

自動車 鉄道・海運
穀物 穀物
野菜、果物 野菜・果物
その他の農産品 その他の農産品
水産品 水産品
畜産品 畜産品
木材 木材
薪炭 薪炭
砂利・砂・土・石材 砂利・砂・土・石材
金属鉱 金属鉱
石炭 石炭
工業用非金属鉱物 工業用非金属鉱物
鉄鋼
非鉄金属

金属製品 金属製品 金属製品
一般機械
電気機械
輸送機械
精密機械

セメント セメント

揮発油
その他石油及び石油製品

コークスその他石炭製品 コークスその他石炭製品
化学薬品 化学薬品
化学肥料 化学肥料
染料・塗料・その他化学薬品染料・塗料・その他化学薬品

パルプ・紙 紙・パルプ 紙・パルプ
繊維 繊維工業品 繊維工業品
食料品 食料工業品 食料工業品

ゴム製品・木製品 ゴム製品・木製品

日用品 日用品

動植物性飼・肥料
輸送用容器類
取り合わせ品
分類不能のもの 分類不能のもの 分類不能のもの

廃棄物 - 廃棄物 - 特種品

８．軽工業品

３．金属・金属製品

４．機械

９．雑工業品

６．石油・石油製品

７．化学工業品

国民経済計算年報 陸運統計要覧

その他窯業品

化学工業品

農水産品

鉱産品

１．農林水産品

２．鉱産品

５．窯業・土石製品

全機関輸送トン数推
計の品目区分

機械 機械

金属くず

石油・石油製品

化学工業品

石油製品

窯業・土石製品

軽工業品

雑工業品

特殊品
その他製造業

特種品

品目区分

農水産品

林産品

鉱産品

その他窯業品

金属・機械工業品

道路交通センサス

一次金属 金属
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③使用データ 

 

貨物輸送原単位モデル及び廃棄物輸送トン数モデルは、次のデータを用いて検討した。 

貨物輸送原単位モデルの検討に用いる品目別生産額、品目別輸入額、品目別全機関輸送トン数の

うち、品目別生産額及び品目別全機関輸送トン数は 1980 年から 1998 年まで入手可能であるが、品

目別輸入額は 1995 年までしかデータが入手できない。このため貨物輸送原単位モデルは 1980 年～

1995 年のデータを用いて検討した。 

廃棄物輸送トン数モデルは、1980 年から 1998 年の廃棄物輸送トン数及び第二次産業生産額を用

いて検討した。 

全機関輸送トン数データの出典である陸運統計要覧では、廃棄物輸送トン数は、貨物車は利用可

能であるが貨物車以外のデータは無い為、貨物車による輸送トン数のみを推計に用いた。 

 

表 使用データ 
項 目 出 典 使用年次 備 考 

品目別生産額 国民経済計算年報 1980 年～1998 年   
第二次産業生産額 国民経済計算年報 1980 年～1998 年 品目別生産額のうち第二次産業注に

対応する品目の生産額を合計して
設定した。 

品目別輸入額 産業連関表 1980 年～1995 年 産業連関表の輸入額（五年毎）を年
次補完して使用 

品目別全機関輸送トン
数 

陸運統計要覧 1980 年～1998 年 ただし、廃棄物は貨物車の輸送トン
数データのみ 

品目別貨物輸送原単
位 

国民経済計算年報
産業連関表 
陸運統計要覧 

1980 年～1995 年 品目別に貨物輸送トン数を「生産額
＋輸入額」で除して設定 

注：第二次産業生産額は、鉱産品、金属・金属製品、機械、窯業・土石製品、石油・石油製品、化学工業品、
軽工業品、雑工業品、建設業の生産額を加えたものである。 
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【全機関輸送トン数推計の使用データ】 
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④モデルの検討結果 

 

ａ）貨物輸送原単位モデル（廃棄物を除く品目） 

 

貨物輸送原単位モデルは、1980 年～1995 年のデータを用いたトレンドモデルで推計した。 

ただし、2.鉱産品、5.窯業・土石製品の過去の推移は変動が大きく、一定の傾向が把握でき

ないため 1995 年現況値に固定した。 

また、価格低下の影響で貨物輸送原単位が増加していると考えられる 6.石油・石油製品も長

期の価格動向の想定が困難と判断し、1995 年現況値に固定した。 
 

表 貨物輸送原単位モデル（廃棄物を除く）の検討結果 
  推計モデル 備考 

1.農林水産品 1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 

 

2.鉱産品 1995 年現況値に固定 過去の推移は変動が大きく、
一定の傾向が把握できない 

3.金属、金属製
品 

1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 

 

4.機 械 1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 

 

5.窯業・土石製
品 

1995 年現況値に固定 過去の推移は変動が大きく、
一定の傾向が把握できない 

6.石油・石油製
品 

1995 年現況値に固定 過去の増加は価格低下の影響
と考えられる。長期の価格動向
の想定は困難と判断した 

7.化学製品 1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 

 

8.軽工業品 1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 

 

貨物輸送原単位
モデル（廃棄物
を除く） 

9.雑工業品 1980 年から1995 年のトレンドモデ
ルで推計 
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【貨物輸送原単位モデル】 

貨物輸送原単位のトレンドモデルは、次の４つのタイプで検討し、決定係数（Ｒ２）やｔ値な

どから最も精度の高いモデルを選定した。 

 

直線回帰型 ： (Ｙi/Ｖi) ＝ α ＋ β  (Ｔ) 
対数回帰型 ：  (Ｙi/Ｖi) ＝ α ＋ βln(Ｔ) 
指数回帰型 ：ln(Ｙi/Ｖi) ＝ α ＋ β  (Ｔ) 
両対数回帰型：ln(Ｙi/Ｖi) ＝ α ＋ βln(Ｔ) 
Ｙi：ｉ品目の貨物輸送トン数（千トン／年） 
Ｖi：ｉ品目の生産額+輸入額（10 億円,H2 価格基準） 
Ｔ ：西暦年（1980～1995 年） 

 

ｂ）廃棄物輸送トン数モデル 

 

廃棄物輸送トン数は産業活動全般の傾向を反映している。廃棄物輸送トン数モデルは第二次産業

生産額を説明変数として 1987 年から 1998 年のデータを用いて推定した。 

 

【廃棄物輸送トン数推計モデル】 
Y = α + β(Ｖ２) 
Ｙ：廃棄物輸送トン数（千トン/年） 
Ｖ２：第２次産業生産額（10 億円,1990 年価格） 

 α β R２ 
パラメータ 
（ｔ値） 

608790 
(2.66) 

0.681593 
（1.28） 

0.14 
 

 

 
 

α β R
2

α β R
2

α β R
2

α β R
2

563.7 -0.275 4167.2 -546.4 33.411 -0.015 234.97 -30.56
7.705 -7.466 7.512 -7.481 8.359 -7.643 7.752 -7.658
-3305.2 1.871 -27803.3 3715.3 -2.868 0.004 -61.437 8.882
-1.189 1.338 -1.317 1.337 -0.424 1.313 -1.195 1.312
250.5 -0.122 1854.3 -243.2 35.130 -0.017 253.67 -33.14
8.468 -8.220 8.254 -8.221 8.814 -8.314 8.380 -8.314
198.7 -0.098 1488.2 -195.5 62.288 -0.031 465.60 -61.16
10.397 -10.232 10.270 -10.248 11.580 -11.369 11.411 -11.383
470.6 -0.205 3168.4 -408.8 10.607 -0.003 53.45 -6.49
0.553 -0.479 0.490 -0.481 0.768 -0.468 0.510 -0.470
-795.9 0.413 -6205.0 820.3 -30.115 0.017 -249.73 33.30
-4.954 5.107 -5.083 5.103 -4.473 4.948 -4.882 4.944
458.3 -0.227 3430.2 -450.6 60.186 -0.029 443.72 -58.16
12.346 -12.138 12.185 -12.157 13.435 -12.981 13.053 -12.994
-89.9 0.049 -735.6 97.9 -10.078 0.006 -90.21 12.15
-2.439 2.657 -2.626 2.655 -2.173 2.622 -2.560 2.619
355.5 -0.171 2596.5 -339.8 23.519 -0.010 160.46 -20.76
4.745 -4.532 4.568 -4.540 5.122 -4.519 4.606 -4.527

は、推計に採用したモデル

1.農林水産品

2.鉱産品

3.金属・金属製品

4.機　　械

5.窯業・土石製品

6.石油・石油製品

7.化学工業品

8.軽工業品

9.雑工業品

0.799

0.113

0.828

0.882

0.016

0.651

0.913

0.335

0.595

①　線　形 ②　対　数 ③　指　数 ④　両　対　数

0.800

0.113

0.828

0.882

0.016

0.650

0.913

0.335

0.595

0.807

0.110

0.832

0.902

0.015

0.636

0.923

0.329

0.593

0.807

0.109

0.832

0.902

0.016

0.636

0.923

0.329

0.594

現況値に固定

現況値に固定

現況値に固定


